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Ⅰ．問題と目的

　発達障害児にとって肯定的自己理解は重要であ
る。なぜならば，発達障害児は周囲との違いを直
に感じることも多いと考えられるためである。そ
の違いとは，例えば，見た目には違いがないのに
もかかわらず，コミュニケーションに課題がある，
一部の能力のみ困難が生じるなど，アンバランス
さがあることである。それらの違いを感じること
で，自己を否定的に理解してしまい，二次障害に
陥るような恐れもあるだろう。発達障害児の自己
理解や自己に対する感情については，いくつか報
告されている。
　田中・廣澤・滝吉・山崎（2006）は，発達障害
のある小学生から中学生の親48名に対して，子の
自己の意識の発達の視点から個別面接を行った。
それによると，発達障害児の多くが障害との関係
の中で自己や環境について何らかの疑問を持って
いることや，調査対象者の子3割に対して診断名
を含めた告知がされていることなどが示された。
そして，田中ら（2006）は，疑問という形で表現
された，自己について知りたいという思いや自己
と他者との関係について，そのきっかけを逃さ
ず，発達障害児の自己理解を深めることの支援と
して，障害告知のあり方が重要となることを指摘
している。

　しかしながら，実際の発達障害児への障害告知
には課題があるようである。小谷（2011）は，高
機能広汎性発達障害（High Functioning Pervasive 

Developmental Disorder 以下 HFPDD）児に対する
保護者及び本人への診断告知の実際について，22
名の HFPDD 児の保護者を対象にアンケート調査
を行った。その結果，おおよそ半数の子に対して
障害告知が行われているが，告知された障害につ
いての保護者から見た本人の理解度には課題があ
ることが明らかとなった。また，障害告知後の本
人の様子の中には，「アスペルガーの偉人など，
力づけられることを伝えることでやる気が出たよ
うだ」という注目すべき前向きな記述がみられた。
しかし，障害告知後の本人の変化には大きく変化
がみられたものはなく，実際には障害告知が必ず
しも発達障害児の肯定的自己理解のためにはうま
く役割を果たしていないようである。
　それでは，発達障害児本人への障害告知以外に
どのような要因が発達障害児の肯定的自己理解に
影響を及ぼすのだろうか。以下，2つの先行研究
の概要を述べる。
　佐藤・赤坂（2008）は，自尊感情に影響を及ぼ
すと考えられる自己の属性と社会的サポートに関
する項目について，注意欠陥多動性障害（Attention 

Deficit Hyperactivity Disorder 以下 ADHD）児79名
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する働きがある。」と定義している。ここでは，
子や母親に対するソーシャルサポート源を，「公
的サポート」として，保育園・幼稚園／小学校／
医療機関／情報機関または公的な相談機関（市町
村の子育て支援など）／子の通っている施設（学
童保育など）／子の習い事先／親の会，「親族サ
ポート」として，母親のパートナー／子のきょう
だい／母親の両親／母親のパートナーの両親／親
戚，そして「親族外サポート」として，母親の勤
め先の人／子の友人／母親の友人／近所の人／
見知らぬ人によるとする。これらのソーシャル
サポート源は，Dunst, Jenkins, and Trivette（1984）
の Family Support Scale の日本語訳版（北川・七
木田・今塩田，1995）を参考に分類・構成をした
ものである。
　身近な大人からの理解や支援は発達障害者の自
己理解において意味をもつ（佐藤ら , 2008; 小島ら , 

2013）が，その中でも，特に母親からのソーシャ
ルサポートが発達障害児の肯定的自己理解に大き
な影響を与えると考える。事実，佐藤ら（2008）
の研究においても，自尊感情に影響を与える要因
の「家族からのサポート」が非 ADHD 群に比べ
て ADHD 群の方が有意に高かった。多くの場合，
保護者は子に一番近い存在であり，育児を主に担
うのが母親である家庭が多い。母親は障害特性に
ついて子と一緒に考えたり，関係機関とかかわる
中で子の不安な気持ちを落ち着かせたりと，子の
精神的な支えであると考えられ，子の肯定的自己
理解には不可欠な存在である。その反面，母親が
子を受け容れることができず，子につらくあたっ
てしまえば，子は自己を否定的に理解してしまう
だろう。そのため，子に向き合っていく際には，
母親が子の障害を受容していることが重要であ
る。
　山根（2012）は，子の障害が母親の人生にどの
ように意味づけられているかについて，HFPDD

児の母親19名に1対1の半構造化面接を行った。そ
の結果，語りの内容は，①「自己の成長への価値
づけ」②「子どもへの感情」③「障害の位置づけ」
の3つの観点から，人生に対する子の障害の意味

とその対照群として非 ADHD 児376名（ともに小
学4年生から中学3年生の男児）を対象に，質問紙
を実施した。それによると，小学生の ADHD 群
では，不十分な自己理解や評価が自尊感情の低さ
と関係している可能性が示唆された。そのため，
佐藤ら（2008）は，周囲の大人が子の年齢が低い
ほど発達段階に応じた適切な説明を適宜繰り返す
とともに，通院・服薬などへの励ましなどの情
緒的支持を与え続けることが重要だと指摘してい
る。一方，中学生の ADHD 群では，自尊感情が
自己のネガティブな側面だけでなくそれ以外の特
性などによっても規定されており，より的確に自
己を捉えようとしている姿がみられ，ADHD 群
全体としての自尊感情は低くなかった。こうした
ADHD 群の小学生から中学生への心理面の変化
の要因として，医学的管理や関係者の支援の存在
が挙げられ，多くの困難を体験しがちな ADHD

児において，身近な大人から理解され支援されて
いると感じることで，発達に見合った内面的変化
を遂げたり，適度な自尊感情を保ったりしている
と示唆された。
　小島・納富（2013）は，通常学級に在籍する
HFPDD 児36名と定型発達児202名（ともに小学4
～6年生の男児）を対象として，自尊感情，自己
評価（学業，運動，外見，友人の4領域），ソーシャ
ルサポート（友人，先生，家族の3領域）につい
てアンケート調査を行った。それによると，定型
発達児とHFPDD児の自尊感情に違いはなかった。
そして，小島ら（2013）は，HFPDD 児の自尊感
情の低下を予防するためには，すべての領域の自
己評価やすべての人からのソーシャルサポートを
高めるのではなく，一つの領域や誰か一人でも本
人が肯定的な評価を行う領域を確保することが必
要だと指摘している。
　以上2つの研究より，周囲からのソーシャルサ
ポートが，発達障害児の自己に対する低い評価を
補い，自己を肯定的に捉えるための要因になるこ
とがわかる。厚生労働省（2008）は，ソーシャル
サポートを「社会的関係の中でやりとりされる支
援。健康行動の維持やストレッサーの影響を緩和
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検討した。父親が喜びや辛さを母親と共有するな
ど，精神的に母親を支え，子の特性を理解した上
で自分なりの考えをもっていると母親が感じるよ
うな「精神的育児関与」（父親の育児行為に対す
る母親の認識）と，育児の楽しさや子の成長を母
親が感じている「前向きな捉え方」（母親の育児
感情）は正の相関があることが明らかとなった。
日々子との閉鎖的な2者関係にある母親が父親に
精神的に支えられていると感じることは，母親の
前向きな子育てにつながり，母親の障害受容にも
関わっているのである。
　大野・長谷川（2011）は，知的障害のある子の
母親135名に質問紙調査を行い，母親の障害受容
に影響を与える要因についての因果モデルを検討
した。この研究より，障害受容が「現在までの子
の受容」と「子の将来への不安」という2つに分
割されることが明らかとなった。加えて，周囲の
サポートである「社会的サポート」（友人や仲間，
医療機関や療育機関の医師や保健師，外出先での
見知らぬ人による共感的または肯定的なかかわり
や助言に関するもの）と「夫・パートナーの子へ
の理解」（配偶者に相当するものとのかかわり）が，
母親にポジティブな感情を経験させ，「障害受容：
現在までの子の受容」を直接規定することが示さ
れた。
　以上3つの発達障害児の母親へのソーシャルサ
ポートについての先行研究から，診断告知におけ
る母親へのわかりやすい説明や告知までのサポー
トが母親の前向きな感情につながること，父親と
いう身近な存在からの精神的なサポートが子育て
の楽しさなどの母親のポジティブな育児感情をも
たらすこと，そして，母親の障害受容には周囲か
らの理解・サポートが不可欠であることがわかる。
　まとめると，次のようになる。まず，発達障害
児の肯定的自己理解が重要であるにもかかわら
ず，発達障害児は自己や自己の障害について疑問
をもっている（田中ら , 2006; 小谷 , 2001）。しかし，
発達障害児は誰か一人や一つの領域でも肯定的に
評価をすることで自己のネガティブな側面を補う
ことができ，特に家族からのサポートが，非発達

づけについて「成長・肯定型」「両価値型」「消極
的肯定型」「自己親和型」「見切り型」「希薄型」
という6つの類型に分類された。例えば，6つの類
型のうち人生に対する子の障害を最も前向きに意
味づけている「成長・肯定型」では，子のおかげ
で変わることができたという，子への感謝の気持
ちを抱き，また，障害を人生と切り離すことがで
きないもの，成長をもたらすものとして意味づけ
ている。その一方で，子の障害の存在や障害特性
を認めることへの葛藤も見られた。これらのこと
から，母親は必ずしも子どもの障害のすべてを肯
定的に捉えているではなく葛藤も抱えているが，
そのような葛藤を含めて障害を受容しているとい
えるのだろう。既述した発達障害児の自己理解と
ソーシャルサポートの関係性に加えて，母親の障
害受容とソーシャルサポートの関係についての報
告もいくつかある。
　山根（2011）は，HFPDD 児をもつ母親203名を
対象にアンケートを行い，診断告知時の感情体験
と関連要因について調査を行った。その結果，専
門家の支持的な態度や育児への助言が伴った診断
告知がされ，診断告知に対する満足度が高い場合
はポジティブな感情，低い場合はネガティブな感
情を体験しやすくなることが明らかとなった。ま
た，障害の正しい知識を得たことによって，「支
持・助言への満足」を感じる一方で，“障害とわ
からずに子に無理な対応をしていた”などという
「自責・後悔の念」にも苛まれることが明らかと
なった。加えて，健診などでも早期の発見がされ
ず，診断告知まで医療機関などで「公的サポート」
が受けられない場合も「自責・後悔の念」が高ま
ることが示された。この研究より，ソーシャルサ
ポートとしての診断告知時の説明の質やそれによ
る診断告知時の母親の感情は，障害受容に少なか
らず影響を与えること，また，診断前に母親への
ソーシャルサポートが不足すると，母親が自分の
子に対するかかわり方に否定的な感情を抱いてし
まうことが考えられる。
　小島・田中（2007）は，障害児の父親の育児行
動に対する母親の認識と育児感情の関係について
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児の肯定的自己理解と母親の障害受容との関係性
に着目し，ソーシャルサポートについて明らかに
している先行研究はない。また，母親が子の自己
理解を支えると考えると，母親から見た発達障害
児の自己理解を取り上げることは大変意義のある
ことである。そこで，発達障害児の母親を対象に，
発達障害児の肯定的自己理解と母親の障害受容を
促したソーシャルサポートの内容について，母親
が実際に体験した思いに基づき具体的に調べてい
きたい。本研究は，発達障害児の母親が認識して
いる，発達障害児の肯定的自己理解とその母親の
障害受容を促すソーシャルサポートについて調査
を行うことを目的とする。

前受けていた）ソーシャルサポート源
　（3）発達障害児の自己理解に関する質問項目：
Rosenberg（1965）の自尊感情尺度を日本語訳し
た山本・松井・山成（1982）を参考に小島ら（2013）
が修正を行った計10項目
　（4）母親の障害受容に関する質問項目：各3項
目で構成される「障害受容：現在までの子の受容」
と「障害受容：子の将来への不安」の尺度，計6
項目（大野ら , 2011）
　2）半構造化面接：アンケートの内容をもとに
以下の質問を基本として行った。面接内容は対象
者の承諾を得て IC レコーダーに録音し，逐語記
録を作成し，分析を行った。
　（1）発達障害児の自己理解および母親の障害受
容に関するアンケートの質問項目に対してその回

障害児に比べ発達障害児の自尊感情に関係してい
る（佐藤ら , 2008; 小島ら , 2013）。母親が子の肯
定的自己理解を促すためには，山根（2012）が「成
長・肯定型」として示したような，母親が人生に
対して子の障害の存在を葛藤しながらも肯定的に
捉えることが重要だと考えられ，専門機関や父親
などのソーシャルサポートが母親の障害受容を促
すことが明らかとなっている（山根 , 2011; 小島ら , 

2007; 大野ら , 2011）
　以上より，発達障害児の肯定的自己理解を促す
上で大きな役割をもつ母親が，ソーシャルサポー
トを受け障害受容をすることで，子の肯定的自己
理解を促すソーシャルサポートを行うことができ
るのではないだろうか（図1）。しかし，発達障害

Ⅱ．方法

1．調査

　調査は，2014年12月に実施した。公立小学校の
通常学級及び特別支援学級に在籍する小学4～6年
生の発達障害のある男児3名（6年生3名），女児2
名（4年生2名）の母親4名を対象とした。記入式
のアンケート（約5分）を行った後すぐに，半構
造化面接（約30分）を行った。 

　発達障害児5名の診断は，アスペルガー症候群3
名，高機能自閉症1名，ADHD1名であった。
2．調査内容

　1）アンケート：資料1としてアンケート用紙
を示す。以下の（1）～（4）により構成された。
　（1）基礎情報（年齢，職業，家族構成）
　（2）発達障害児と母親が受けている（または以
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図１　発達障害児および母親へのソーシャルサポート，発達障害児の肯定的自己理解と母親の障害受容と
の関係（仮説）
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回面接から明らかになった発達障害児の自己理解
に関係するソーシャルサポートは，＜感情＞＜人
間関係＞＜具体的な支援＞という3つの大きなカ
テゴリで成り立った。＜感情＞は，発達障害児自
身による感情の表現や，発達障害児の感情に直接
影響するような言動である。＜人間関係＞は，発
達障害児が日々置かれている環境である周囲の
人々とのかかわり，＜具体的な支援＞は，周囲の
人々の障害に関する理解や，様々な場面において
行われる支援・配慮である。
　まず，＜感情＞についてである。＜感情＞の中
で，発達障害児の肯定的自己理解を促すのは『ポ
ジティブな感情の確立』であり， 3つのユニット
で構成された。
　一つ目は，「子ができることへの周囲からの賞
賛」である。【学校でクラスの係活動をちゃんと
やっていると先生から言われた】【友達から，ゲー
ムなどについて“すごいね”と言われる】【家族が，
子がやったことに対して，“すごいね”などおお
げさに褒める】などがその内容である。学校の先
生や子の友達，家族という普段生活を共にする者
から，子が実際にできることについて賞賛される
ため，発達障害児が自己のできていることについ
ての実感が得られ，肯定的自己理解が促されてい
ると母親が感じていることが明らかとなった。
　二つ目は，「母親による有能感の保障」である。
【母親が“勉強はできなくてもできることをやっ
ていけばいいんだから”と伝える】【母親が子に
（記録力が良いなど）知能検査のよい結果を伝え
ている】などが分類された。母親が子の不安や苦
手に思っている側面について，激励の言葉を掛け
たり，子が認知していない自己のよさについての
告知をしたりすることである。多くの場合，子に
とって一番近い存在である母親からの言葉掛けに
よって，発達障害児が自己を肯定的に理解できる
と母親自身が感じていると言える。
　三つ目に，「自己内の有能感の主張」が挙げら
れる。その内容として，【子が家族にプールで泳
いだ距離や時間を自慢する】【子が友達にゲーム
の自慢をする】などがあった。周囲から何かを言

答をする根拠となった言動や感情について：「問
○では～という回答をされていますが，どのよう
な発言や行動からそう思いましたか」「問○では
～という回答をされていますが，具体的にはどの
ような感情ですか」など
　（2）発達障害児の自己理解と母親の障害受容に
関係したソーシャルサポート：「アンケートの問
○では～という回答をされています。ソーシャル
サポート源のうち，どれが関係していると思いま
すか。具体的にどのような内容ですか」など
3．分析方法

　半構造化面接の逐語記録から明らかになった
ソーシャルサポートの内容を，発達障害児の自己
理解に関係したものは54枚，母親の障害受容に関
係したものは40枚のカードにし，それぞれについ
て筆者を含めた8名で KJ 法（川喜田 , 1967, 1970）
を用いて分析を行った。
4．倫理的配慮

　親の会および大学の療育相談を通し，発達障害
児の母親に調査協力を依頼した。研究の目的，研
究協力は任意であること，および個人の特定され
ない配慮を行い，個人のプライバシーを保護する
ことを説明する文書を配布し，母親からの同意を
得た上でアンケートおよび半構造化面接を行っ
た。
　また，KJ 法での分析を行う際，筆者以外に個
人が特定されないようにした。

Ⅲ．結果と考察

　以下，＜ ＞はソーシャルサポートを構成する
最も大きなカテゴリ名，『　』は＜ ＞を構成する
サブカテゴリ名，「　」は『　』を構成するユニッ
ト名，【　】内はソーシャルサポートの具体的な
内容を示す。“  ”は母親の発言，質問項目を示す。
1．発達障害児の自己理解に関係するソーシャル

サポート

　発達障害児が肯定的自己理解を行うために，ど
のようなソーシャルサポートが必要だと母親が認
識しているか，KJ 法（川喜田 , 1967, 1970）で分
析したところ，図2のような図解が得られた。今

発達障害児の肯定的自己理解とその母親の障害受容を促すソーシャルサポート



306

は，『愛着関係』『友人関係』の二つのカテゴリに
分けられた。
　まず，『愛着関係』についてである。「愛着関係
の限定」というユニットがあり，【子が祖父の匂
いをかぐなど，甘えてから学校へ行く】【子が2・
3歳のころから祖父とずっと一緒に寝たり，風呂
に入ったりしている】があった。「愛着関係の限定」
には入らないが『愛着関係』には入る内容として，
【学校の先生は厳しいが，子は先生のことが好き】
と【祖父母が，子があげた作品などを全て飾って
いる】があった。
　次に，『友人関係』である。その中には，『愛着
関係』の「愛着関係の限定」と同じように，特定
の誰かだけとの親密な関係性をもっている内容が
分類されたユニットとして，「交友関係の固定化」
がある。【保育園の友達を引きずって，新しい友
達との付き合いができない】【学校に一人だけ友
達がいる】などが分類された。
　発達障害児の多くは，対人関係の困難さをもっ
ている。DSM-5（A.P.A, 2014）の自閉スペクトラ
ム症の診断基準の中にも，例として，“人間関係
を発展させ，維持し，それを理解することの欠如
で，例えば，さまざまな社会的状況に合った行動
に調整することの困難さから，想像上の遊びを他
者と一緒にしたり友人を作ること困難さ，または
仲間に対する興味の欠如に及ぶ”とある。上記の
「愛着関係の限定」と「交友関係の限定」は，発
達障害児の対人的相互関係の困難さからくる内容
なのかもしれない。小島ら（2013）は，誰か一人
に対してでも本人が肯定的な評価を行う領域を確
保することが，自尊感情の低下を予防するという
可能性について指摘している。互いに信頼し合っ
ていると思える人がいることで，相手にとって自
分は役に立つ，必要な人間なのだと感じ，また，
甘えることができる人がいることで居場所がある
と感じ，肯定的自己理解をすることができると母
親が認識しているのである。「交友関係の固定化」
と「愛着関係の限定」は，一見，友達が少数であっ
たり，固定化されていたりすることで，より多く
の支援は受けられないという弱点があるように思

われるのではなく，周囲を対象として発達障害児
自身ができることや持っているものについて自慢
していることから，母親は子が肯定的自己理解を
していると感じているのである。
　『ポジティブな感情の確立』には，「　」のユ
ニットには入らない内容として，【習い事のプー
ルでクラスの友達と強化コースに入ることにな
り，その友達にリレーで勝った】【学校のクラス
で係をもたされている】が挙げられた。発達障害
児が，わかりやすい勝敗などから自己の優れてい
るところや集団の中での係・役割の任命から頼ら
れていることを感じることにより，子の肯定的自
己理解が促されると母親が認識しているのであ
る。
　以上より，『ポジティブな感情の確立』は，周
囲からの賞賛や前向きな言葉掛け，発達障害児自
身による前向きな主張という，発達障害児が自己
のもっているよさを実感しやすいような，周囲と
のやりとりで構成された。発達障害児が周囲との
やりとりによってすぐに前向きに自己を捉えられ
たり，肯定的に自己理解しているのだと発達障害
児の言動からわかったりする内容で，母親が子の
肯定的な感情に直接影響すると捉えているかかわ
りである。
　上記の『ポジティブな感情の確立』とは反対に，
面接の中では，「ネガティブな感情」につながる
ような事柄も聞かれた。【学校の先生が“4年生で
自分のことを名前で呼ぶのはおかしい”と言って，
子が自分のことを名前で呼ばなくなった】【子が
クラスで意見を言ったとき，通ったことがない】
などである。教育的に必要な指導でも自己のネガ
ティブな側面を実感してしまったり，成功体験が
なかったりすることは，“自分はダメなのだ”な
ど子の否定的な自己理解につながってしまうだろ
うと母親が認識していることが明らかとなった。
　以上のような発達障害児の＜感情＞のソーシャ
ルサポートにかかわる内容は，周囲とのやりとり
の中で行われている。つまり，＜人間関係＞のソー
シャルサポートがある上で＜感情＞のソーシャル
サポートが行われているのである。＜人間関係＞
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われるが，誰か一人でも友達がいることを重視し，
その関係を大切にしていく必要がある。
　『友人関係』の中には，「交友関係の固定化」
の他に「友人との良好な関係」のカテゴリがあっ
た。【近所の友達が遊びに来る】【友達と遊んだと
き，けんかがない】などが分類された。子にとっ
て遊ぶことのできる友達がいて，その友達が受け
入れてくれるという良好な関係性があることで，
発達障害児が自分には大切な友達がいるというこ
とを認識したり，実際に友達と楽しい時間を過ご
したりできることである。また，＜人間関係＞に
は【病院で薬が処方されて，物を投げることはあ
るが，人に対してあたらなくなった】という内容
が含まれた。服薬が「友人との良好な関係」を築
くきっかけになることもあると考えてよいだろ
う。
　以上のような，『愛着関係』の「愛着関係の限
定」や，『友人関係』の「交友関係の固定化」「友
人との良好な関係」が，子にとって精神的な支え
であると母親は認識していた。これらの友人，祖
父母，学校の先生と発達障害児の良好な＜人間関
係＞は，＜感情＞の『ポジティブな感情の確立』
につながり，発達障害児の肯定的自己理解を促し
ていると母親が感じているのである。
　その一方で，『友人関係』の中には「友人との
衝突」というカテゴリもあり，前述の＜感情＞の
「ネガティブな感情」との関連が考えられた。こ
のカテゴリは，【子が友達に責められて，“もう自
分なんかダメなんだ”と言って，飛び降りそうに
なる】【子に合わない子もいて，（大きなことが原
因ではないが）よくケンカして“もう一緒の中学
は嫌だ”と言う】で構成された。これらの行動の
ようなネガティブな感情が見られたとき，周囲の
かかわり方が重要になるのではないだろうか。
　前述の＜人間関係＞『友人関係』に関連して，
周囲児が子に対して有効なかかわり方を行うため
には，＜具体的な支援＞の中でも『周囲児による
理解とサポート』の「周囲児による子の特性理解」
が必要となる。その内容として，【学校の先生が，
クラスの子全員に“○さんは，こういう子。だか

ら，こういうときはこうしよう”と伝えている】
【友達が小学校生活の中で，子の苦手な面を知っ
ている】が分類された。「周囲児による子の特性
理解」があることは「周囲児によるサポート」に
つながる。「周囲児によるサポート」の内容には，
【（器用なことが難しいので）友達にバンダナを
結んでもらう】【（忘れ物が多いので）友達が放課
後クラブに子の忘れ物を持ってくる】がある。周
囲児は，発達障害児とかかわったり，学校の先生
から聞いたりする中で，発達障害児の特性を認識
する機会があるのである。母親は子の特性を知り，
日々の生活の必要な場面で自然にサポートしてく
れる周囲児に信頼感をもっていることが明らかと
なった。
　発達障害児の障害を理解するという点で『周囲
児による理解とサポート』と関連があるのが，『周
囲の大人による子の障害に対する理解』と『周囲
の大人による子の意思・行動への配慮』である。
まず，『周囲の大人による子の障害に対する理解』
のうち「周囲の大人による子の理解のための積極
的取組」がされる。これは，【学校の先生が（子
の行動について）頑張ってわかろうとした】【学
校の先生が，子がどうしてこういうことを言うの
か母親に聞く】などで構成された。このように，
周囲の大人が発達障害児の障害特性が関係してく
る言動の意図や発達障害児が思っていることを理
解するために，発達障害児や母親に働きかけてい
た。その一方で，【学校の先生が，毎日のように
（困っていることなど）悪いことだけを母親に言
う】という内容もあり，子と周囲の関係について
不安感を抱いているようであった。周囲の大人の
理解が得られないことで，発達障害児がむやみや
たらに怒られてしまうなど，生活の送りにくさに
つながる可能性が考えられた。
　「周囲の大人による子の理解のための積極的取
組」により，「子の障害を理解した上での指導者
の行動」をとることができる。その中には，【フッ
トサルのコーチが子を最初から理解して，無理な
く活動させた】などがあった。このような配慮が
あることで，子が行動しやすく，安心して過ごす
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ことができると母親が感じているのである。
　『周囲の大人による子の障害に対する理解』が
行われると，それを踏まえて『周囲の大人による
子の意思・行動への配慮』が行われる。『周囲の
大人による子の意思・行動への配慮』は，3つの
ユニットに分けることができた。まず，一つ目は
「周囲の大人による子の意思・行動の尊重」で，【親
の会の大学生との遊びでみんなが優しく，学校み
たいにあまり強く言われない】【家族が，子の言っ
たことややろうとしたことを絶対に否定しない】
などがあった。自分が行おうとしていることを否
定されなかったり，支持されたりすることが，“自
分はダメではない”という子の肯定的自己理解に
つながると母親が認識していると言える。
　二つ目は，「周囲の大人による子の取組への注
意」である。【子が友達に責められて暴れるとき，
学校の先生が“大丈夫。別室で一回休んで。勝手
に外に行かないで，ここで落ち着かせようね”と
言う】【（子が何か叱られるような行動をしても）
学校の先生が，子が言ったこと・やったことに対
しては頭から叱られない】などが分類された。こ
のように，学校の先生など周囲の大人が発達障害
児の取組について理解した上で，それに合った行
動をしたり，落ち着いて向き合ってもらうことで，
子が否定的な感情をもたず自尊感情を保障するこ
とができるのだと母親は考えているのである。
　三つ目は，「周囲の大人による子のペースに合
わせた前向きな声掛け」である。【弓道の先生が
子をしっかりと見て子に声を掛ける】【子が苦手
なものに取り組むときに学校の先生が声を掛け
る】が挙げられた。子の行動の状態をみて，それ
に合わせて声を掛けることで，発達障害児は“頑
張るぞ”という気持ちになると母親が感じていた。
＜具体的な支援＞は，周囲の人々が発達障害児の
障害に対する理解をした上で，発達障害児に対し
て行うサポートや支援である。発達障害児の苦手
さなどを補ったり，あたたかくかかわってくれた
りという周囲の人々によって行われる日々の支援
の積み重ねが，子の肯定的自己理解につながって
いると母親は感じているのである。

　以上，ソーシャルサポートを構成する＜感情＞
＜人間関係＞＜具体的な支援＞の3つの大きなカ
テゴリについてみてきたが，これらに入らなかっ
たユニットとして，「専門機関の紹介」があり，【母
親が（子に障害があるのではと）学校に病院をす
すめられた】が挙げられた。他からの紹介によっ
て支援先を知り，新たに支援を受けるきっかけと
なったと母親が認識していた。
　以上より，発達障害児の肯定的自己理解に関係
するソーシャルサポートは，＜感情＞＜人間関係
＞＜具体的な支援＞のカテゴリ3つがあり，成立
するといえる。そして，＜感情＞に＜人間関係＞
と＜具体的な支援＞が影響を与えていること，＜
人間関係＞の一部と＜具体的な支援＞の一部に関
連があることが示唆された。
2. 母親の障害受容に関係するソーシャルサポート

　発達障害児の母親の障害受容を促すと母親が認
識しているのはどのようなソーシャルサポート
か，KJ 法（川喜田 , 1967, 1970）で分析したとこ
ろ，図3のような図解が得られた。今回，面接か
ら明らかになった母親の障害受容に関係するソー
シャルサポートは，＜感情＞＜専門機関による支
援＞＜周囲の人々による支援・かかわり＞の大き
なカテゴリ3つに分類された。＜感情＞は，子と
母親自身に対する母親の気持ちやそれに影響する
言動とした。また，＜周囲の人々による支援・か
かわり＞は，家族や親の会をはじめとする周囲と
母親・子との関係，＜専門機関による支援＞は，
専門機関だからこそできると考えられる支援とし
た。
　まず，＜感情＞についてである。この中には，『子
を介した母親のポジティブな感情の確立』があり，
その中には「子の存在がもたらす母親の成長」と

「子と周囲の関係をみることによる母親の安心感」
が含まれた。
　一つ目の「子の存在がもたらす母親の成長」に
は，【子とずっと一緒に過ごしてきて，子が成長
するとともに自分も（精神的に）成長したと母親
が思っている】【子がいたから，母親の障害に関
する価値観が変わった】【診断を受けて，“強くな
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らないと”と母親が思った】などが分類された。
母親が子の障害を人生でどう意味付けるか検討し
た山根（2012）によると，多くの母親が子に障害
があることで自身が成長できたと認識しているこ
とが明らかとなった。今回の面接においても，母
親が子の障害を受け入れようとしていく中で，自
身も成長したと肯定的に考えていた。
　二つ目の「子と周囲の関係をみることによる母
親の安心感」には，【周囲の人に子を褒められる】
【保育園で，子が落ち着いていた】などが挙げら
れた。子と周囲のかかわりがうまくいっている，
通っている場所で子がうまくやっていると，母親
が感じていることが，母親の安心感につながって
いた。
　＜感情＞の中には，『子を介した母親のポジティ
ブな感情の確立』とは反対に，『子が置かれてい
る状況による母親のネガティブな感情の形成』も
分類された。内容は，【子のきょうだいと子を比
べたとき，子の将来が不安になる】【子が友達と
うまくいっていなくて不安（これから集団におい
て周囲児との距離感の取り方などがもっと難しく
なると母親が思っている）】【子の障害特性から自
立できるか不安】があった。母親は，子の障害特
性から来る，交友関係の狭さや性格などの子のネ
ガティブな側面を認識し，子の将来に不安をもっ
ていた。
　そして，本研究では，＜感情＞に立場の違う2
つそれぞれだからこそできる＜専門機関による支
援＞と＜周囲の人々による支援・かかわり＞が影
響を与えていることが明らかとなった。まず，＜
専門機関による支援＞の中には「専門機関の紹介」
があり，【学校から（障害なのではと）子の病院
を紹介された】【習い事先の障害のある子の母親
から親の会について聞いた】などがその内容であ
る。周囲から障害のある子の他の母親や専門機関
を紹介されることが，新しいソーシャルサポート
を受けるきっかけとなっていた。単一機関や個人
で悩みや問題を抱え込むのでなく，複数での解決
に母親は希望を見いだしているのでる。
　そして，「専門機関の紹介」がなされると，『専

門機関による子に対しての支援』と『専門機関に
よる子の障害についての相談対応』が行われる。
『専門機関による子に対しての支援』は「子が専
門機関で生活の基本を身に付ける」と「母親が子
にできないことを代りに行う」で構成された。「子
が専門機関で生活の基本を身に付ける」は，【親
の会の合宿で，子が段々と入浴など生活の基本を
身に付ける】【子が保育園で身辺自立を身に付け
た（おむつ，はし）】で構成された。今回の面接
において，子に生活の基本を身に付けてほしいと
いう願いをもっている母親がみられた。そのため，
子が専門機関で身辺自立や入浴という生活の基本
を身に付け，母親が子の成長を感じたことが，障
害受容を促したと考えられる。
　「母親が子にできないことを代りに行う」には，
【母親の両親が，母親が仕事のときに子を預かる】

【母親が働いていて，子がデイサービスで家に帰っ
てできないこと（宿題，遊び）をやってくる】が
挙げられた（母親の両親は専門機関ではないが，
ユニット名を優先してこのカテゴリに含むことと
する）。母親が仕事の忙しさなどによって子に対
してできないことを，代わりに家族や専門機関が
行う内容であった。母親が子に対して必要なこと
だと感じていて，自分にはできないことを代行し
てもらうことによって，母親自身も支援されてい
るように感じているのである。
　＜専門機関による支援＞には『専門機関による
子に対しての支援』の他に，『専門機関による子
の障害についての相談対応』があり，まず「子の
障害についての相談窓口の存在」が挙げられた。
【何かあったとき，学校・デイサービスの先生な
どに相談する】【母親が医療機関に相談をする】
が分類された。面接の中では，“就学前，障害が
あると分からないときに，子が暴れるから外には
とても出られなかった”という母親の発言もあっ
た。専門機関からの診断告知は，母親が子の障害
特性や言動の背景を知り，子を理解する上で不可
欠であり，子の障害について相談できる窓口を母
親がもつことにもつながる。信頼できる「子の障
害についての相談窓口の存在」自体が，“何かあっ
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たときに相談できる”“相談相手が確実にいる”
という母親の安心感につながっているのである。
　そして，「子の障害についての相談窓口の存在」
に母親が相談することで，「療育センターによる
母親が相談した子の問題の解決のための取り組
み」がされる。具体的には，【療育センターが，
問題に対してすぐに行動する】などがある。特に，
今回の面接では療育センターとかかわっている母
親が多く，また，その取り組みにも満足感をもっ
ていた。母親が，療育センターの専門的なアドバ
イスや迅速で親身な対応などに対して，支えられ
ているという実感を得ていると考えられる。問題
解決によって，子の問題による母親のネガティブ
な感情が解消され，障害受容につながっていくの
ではないだろうか。
　加えて，「病院の医師による将来についてのア
ドバイス」も行われており，内容としては【母親が，
病院の先生に“あまり遠い未来を考えないで，近
い未来を考えなさい”と言われる】などがあった。
大野ら（2011）によると，母親の障害受容は“現
在までの子の受容”と“子の将来への不安”の2
つに分けられる。今回の面接の中でも，母親の＜
感情＞において『子が置かれている状況による母
親のネガティブな感情の形成』の内容にも【子の
障害特性から子が自立できるか不安】などがあり，
子の将来に不安をもっている母親が多かった。今
回のアンケートにおける母親の子への感情を聞い
た“この子の将来に見通しが立たなくて暗い気持
ちになることが多い”の項目では，5人の子のう
ち4人に対して“あてはまる”または“どちらか
というとあてあまる”と母親が答えていた。母親
には前述したような子に対してのポジティブな感
情がある一方で，子の将来に不安な気持ちを抱い
ていることが今回の結果からも言える。その不安
な気持ちに対して，母親が自分のいなくなったと
きの支援について安心できる話を聞いたり，子の
将来のアドバイスをもらうことは，母親の不安な
気持ちに働きかけていると母親は感じているので
ある。
　『専門機関による子の障害についての相談対

応』がされると，「専門機関による前向きな情報
提供」が行われる。内容としては【学校・デイサー
ビスの先生などから，いろいろな情報が得られる】
などが挙げられ，子の障害についての正しい知識
が専門機関から提供されている。母親の信頼でき
る相手から情報が提供され，母親が曖昧な情報に
惑わされることなく，子の行動が障害特性から来
るもので自分の子育てのせいではないことを感じ
ることは，母親の障害受容に関係すると考えられ
る。
　その一方で，＜周囲の人々による支援・かかわ
り＞の中には「母親がネガティブになる情報の提
供」も含まれた。【知り合いから障害のある人が
就職してだまされたという話を聞いた】【ネット
から情報が入ってきすぎる。（“こういう子はこう
いうふうになりやすい”“こんな仕事にしか就け
ない”）】で構成された。障害に対する偏見や正し
くない知識や母親にとって必ずしも前向きとは言
えない情報を，母親が聞くことは，＜感情＞の「子
が置かれている状況による母親のネガティブな感
情の形成」に影響を与えるだろう。
　＜周囲の人々による支援・かかわり＞の他の内
容は，『周囲の大人による子の障害理解に関して
の積極的取組』と『周囲の人々と子の話をして
すっきりする』の2つに分けられた。1つ目の『周
囲の大人による子の障害理解に関しての積極的取
組』には「周囲の大人による子の理解のための取
組」として，【パートナーが一緒に障害について
調べた】【子の行動について，学校の先生が“ど
うしてだろう”と考える】が分類された。パート
ナーが母親とともに子の障害の理解のために調べ
たり，子・母親の周囲にいる学校の先生が子の行
動について考えたりするものだった。父親の“精
神的育児関与”（父親の育児行為に対する母親の
認識）は，母親の“前向きな捉え方”（母親の育
児感情）と正の相関がある（小島ら , 2007）こと
からも，父親が子の障害について母親と一緒に考
え，父親に支えられていると母親が感じることで，
母親は子育てへの前向きな感情をもつことができ
る。また，面接の中で学校の先生の取組について，
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“どうしてだろうと考えてくれることが嬉しい。
放っておかれていない感じがよい”という母親の
発言があった。学校が母親とともに子について考
えることで，信頼できる場所に子を預けることが
できる，一緒に障害に向き合ってくれているとい
う，ポジティブな感情を母親がもつことができる
のだろう。「周囲の大人による子の理解のための
取組」が行われ，子についての理解がされると，「子
を理解した上での周囲の大人による行動」が可能
になる。その中には，【同じ子供会の母親たちに
は，子の障害について話していて“こういう子だ”
と分かっている。（他の母親から子への）怒り方
が変わった】【先生方全員が子や母親に声を掛け
ている】があった。子の障害を理解した上での，
周囲からの子に対する配慮や声掛けから，母親は
周囲が子の障害について理解しているとわかった
り，気にかけてくれているのだと感じたりできる
のだと考えられる。
　2つ目に，『周囲の人々と子の話をしてすっきり
する』は，「子についての話し相手の存在」と「子
についての当事者同士の話」で構成された。「子
についての話し相手の存在」には，【子に障害が
あるのを知っている職場の人に母親が子の話をす
る】【母親が母親のいとこと電話で話をする。子
の小学校の話をして，“そうなの”“そういうとき
あるよね”と言われる】などが分類された。今回
面接を行った全ての母親が，信頼できる周囲の人
物に子の話をしていた。面接では，“話をして，（子
の問題が）解決するわけではないが，すっきりす
る”という発言もあり，信頼できる人に話をして
聞いてもらうことで母親の気持ちが穏やかになる
と言える。また，「子についての当事者同士の話」
には，【パートナーと子についての話をする】【親
の会で話をする。子に障害があるという共通点が
あるので普通とは違う】が挙げられた。家族や親
の会という障害のある子をもつ当事者同士の話で
は，同じような経験をしている当事者同士にしか
分からない独特な気持ちを共有することができ，
障害受容が促されると母親も感じているのではな
いだろうか。

　以上より，母親の障害受容を促すソーシャルサ
ポートは，＜感情＞＜専門機関による支援＞＜周
囲の人々による支援・かかわり＞で構成されると
言える。そして，＜感情＞にそれ以外の２つのカ
テゴリが影響を与えるという関係性が考えられ
た。また，KJ 法（川喜田 , 1967, 1970）での分析
から，専門機関や周囲の人々による，母親に対し
て直接行われている支援と子に対する支援の両方
が，障害受容を促していると母親が感じているこ
とが明らかになった。“自分は一人だけで子の障
害と向き合っているのではない”と母親が感じら
れるような，専門機関からの障害についての知識
の提供や問題解決への取組，母親に寄り添ってく
れる周囲の人の存在，そして，充実した子への支
援，母親自身と子の成長が，母親の障害受容を促
すソーシャルサポートとなると母親は認識してい
るのである。

Ⅳ．総合考察

　本研究から，発達障害児の肯定的自己理解を促
すと母親が認識しているのは，自己のよさを子が
感じやすいやりとり（＜感情＞）や，子にとって
信頼し合える人の存在（＜人間関係＞），子につ
いて理解をした上での支援（＜具体的な支援＞）
などのソーシャルサポートであることが明らかと
なった。
　そして，母親の障害受容と関係しているのは，
専門機関の存在自体と障害に関する正しい知識の
提供や母親の悩みに対する取り組み，解決策の提
案（＜専門機関による支援＞），また，周囲の大
人が母親と会話をしたり，子について理解し支援
したりする（＜周囲の人々による支援・かかわり
＞）ソーシャルサポートだと母親は認識していた。
加えて，障害のある子をもつからこそもたらされ
る母親自身の成長や，子と周囲の良好な関係をみ
ることによっても，周囲に支えられているから，
この子は大丈夫だと母親が安心したり，母親一人
で子を育てているわけではないと感じたりするこ
とができ（＜感情＞），障害受容が促されると母
親が感じていることが明らかとなった。注目すべ
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き点は，子が周囲の大人や周囲児，専門機関だけ
でなく，「母親による有能感の保障」などという
母親からのソーシャルサポートも受けているのは
もちろんであるが，子の存在自体，周囲から子へ
のソーシャルサポートや子の発達による，子の成
長によって，母親の障害受容が促されていた点で
ある。障害のある子をもつことで，母親の負担は
大きくなるかもしれない。しかし，障害のある子
をもつからこそ，子の成長をより感じやすく，母
親自身が精神的な強さや自信をもつことができ，
それが障害受容を促す一因になっていると母親は
感じているのではないだろうか。子の成長には，
肯定的自己理解も含まれ，発達障害児の肯定的自
己理解と母親の障害受容には関係があるといえる
だろう。
　以上のようなソーシャルサポートによって，母
親が子や子の障害を受け容れていくことで，子の
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